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COINHIVE事件の概要

coinhiveとは、サイトを閲覧した人に仮想通貨のマイニング（仮想通貨の取引
記録を担うことで、報酬として新しく発行された仮想通貨を受け取る）を行わせ、
マイニングの利益の７割をサイト運営者が受け取ると言うプログラムのこと

2019年2月、警察はこのcoinhiveを自身のサイトに設置した男性を不正指令電
磁気的記録取得・保管の罪にあたるとして摘発した。



双方の食い違い

• 摘発側の意見：閲覧者の画面に表示されず拒否する機会もない、意図に反する動作をさせるプログラ
ムだとして不正指令電磁的記録保管罪にあたる。マイニングに使われるコンピュータの能力は無視で
きるような程度ではない。

• Coinhive設置側の意見：coinhiveが違法なら、インターネット広告トラッキングなどのユーザーにとって
見えない機能も全て違法となる。日本のネットの収入源が覆る可能性がある。マイニングが新たなネッ
トの収入源になる。



教訓

• 未知の科学技術を新たなビジネスとして使うことの難しさが露呈した例だと思う。

• 特に、プライバシーとデータ回収や仮想通貨の関係はかなりシビアで、その分野の技術開発をする際
はプライバシーについてしっかりと考える必要がある。

• 一方、あまりに制限しすぎると技術開発を滞らせることになると言うこともわかる。

未知の技術は現在の常識に対してどうなのか、それは認められるものなのか、を考える必要がある


